
JBIA会員制度 会則（案） 

2010年4月1日施行 

2021年1月15日改訂 

 

（総則） 

第１条 本会の名称はJBIA会員制度（以下「会員制度」という。）という。 

２ 会員制度は、一般社団法人JBIA（以下「社団」という。）の中に置く。 

３ 会員制度の円滑なる運営のため以下に会則を定める。 

   

（目的） 

第２条 会員制度は、社団の設立理念および定款に定める事業に賛同する個人、団体により構成し、社団の事業遂行を 

支えることを目的とする。 

２ 社団の理念とは、地域ひいては日本を豊かにするためには、新たな事業および産業の創造と成長が必要で、かつそ

の担い手となる起業家、ならびに将来の起業家を育成することを基本とし、近年における世界的な発展と同様、イン

キュベーション・マネジャー（以下、「IM」という。）をはじめとするビジネス・インキュベーション（以下、「BI」

という。）事業に関わる者の技量ならびに地位の向上と定着化を促進し、ＢＩ／IMの活動を継続かつ最大化するもの

である。 

３ 社団の事業とは以下をいう。  

（１）IM人材養成及びＢＩ機能向上のための人材育成研修の開催または協力 

（２）IM人材及びBI施設の質向上のための認証・評価制度の整備ならびに実施 

（３）IM等、BIに関わる人材募集支援、就業斡旋、情報提供 

（４）IMが育成する事業初期段階の起業家への資金供給協力 

（５）BIに関わるシンポジウム、セミナー、研究会等の開催または協力 

（６）BIに関わる統計調査、公報、啓発 

（７）国内外関連団体との連絡、交流、協同事業の実施 

（８）BI運営に関わるコンサルティング及び調査 

（９）BI推進に向けた国及び地方自治体への政策提言 

（１０）その他前条の目的を達成させるための事業およびその受託 

 

（会員） 

第３条 会員制度会員（以下「会員」という。）は、前条第１項を満たす個人または団体で、下記の資格を有するもの

とする。 

２ 会員の種類は、IM個人会員、BI団体会員、協賛会員、SA個人会員とする。 

３ IM個人会員とは、以下のいずれかを満たし、社団理事会が入会を認めた者とする。 

（１）日本新事業支援機関協議会または日本立地センターが実施した IM養成研修の修了者 

（２）社団が実施または協力した IM養成研修の修了者 

（３）起業家育成または事業創造等を実施している個人で、地域ブロック IM活動で表彰を受けた者 

（４）相当の IM実務経験を有すると社団が認めた者 

４ BI団体会員とは、起業家育成および産業創造を事業の目的とする団体であり以下のいずれかを満たす団体とする。 

（１）ＩＭ個人会員または社団認定ＩＭが勤務するＢＩ実施機関またはＢＩ運営受託実施団体 

（２） 起業家育成または事業創造等を実施している団体で、社団が相当と認めた団体 

５  協賛会員とは、本条第３項および第４項以外で、社団の使命に賛同し社団の運営に寄与する者、今後 IM個人会員

またはBI団体会員を目指す者。 

６ SA個人会員とは、以下のいずれかを満たし、社団理事会が入会を認めた者とする。 

（１）社団が実施または協力したSA養成研修の修了者 

（２）JBIA認定 IMとの連携支援が可能な関係性を保持し、その関係性をSeniorIMが認める者 

（３）SA相当の実務経験を有すると社団が認めた者 

７ 入会を希望する者はいつでも入会申請できる。 

８ 会員となるためには入会申請書を社団に提出し、受理された後会費細則に定める会費を納入しなければならない。 

９ 会員は、退会届を社団に提出し任意に退会することができる。また、会員が死亡または解散したときは、退会とす   



る。既に納入した会費等、拠出金品は返還しないものとする。 

１０ 会員が次の各号のいずれかに該当すると、社団理事会は議決により当該会員を除名することができる。 

 （１）この規約に違反したとき 

 （２）社団の名誉を傷つけ、または理念・目的に反するなど社団の不利益な行為をしたとき 

 （３）会員への不利益となる行為が頻繁にくりかえされたとき 

 （４）会費の支払いを期限後3か月以上怠ったとき      

 

（運営・代表）   

第４条 会員制度の運営は社団が行う。 

２ 会員制度の健全なる維持のため代表を置く。 

３ 会員制度の代表は、社団の代表理事（会長）がこれにあたる。 

 

（拠点）  

第５条 会員制度の拠点は社団の主たる活動場所に置く。 

 

（報告） 

第６条 社団は会員に電磁的方法等により以下の報告を行う。 

（１）社団の年度事業計画および予算 

（２）会員制度規約の改廃 

（３）その他必要と認められる事項 

２ 会員は電磁的方法等により報告事項に対する意見を代表に提出することができる。 

 

（会費及び会計） 

第７条 会員制度会費（以下「会費」という。）は、社団理事会において別途会費細則として定める。 

２ 会費は社団の運営に充当する。 

３ 会費の使途は社団予算として社員総会で決定し、監査は社団の会計監査に含める。 

 

（特典） 

第８条 ＩＭ個人会員、SA 個人会員およびＢＩ団体会員に限り、社団が別途定める認定制度の下記の認定を取得する

ことが出来る。 

（１）社団認定 IM（JBIA-IM）または社団認定シニアーIM（JBIA-Senior IM）：ＩＭ個人会員またはＢＩ団体会員内

登録ＩＭ  

（２）社団認定BI：ＢＩ団体会員 但し上記（１）の者が運営または従事する場合 

（３）社団認定SA（JBIA-SA）：SA会員 

 

（改廃） 

第９条 本会則の改訂または廃止は、会員意見、社団運営状況、社会情勢等を判断し社団理事会が行う。 

２ 会則改廃の決定方法は、社団理事会の議決による。 

 

（疑義） 

第１０条 この会則の定めにない疑義が生じたとき、代表は社団理事会と協力して最善の策を講じなければならない。 

 

附則  

１ 旧日本ビジネス・インキュベーション協会の２０１０年３月の総会決議により本会則は2010年4月1日から施行

する。 

２ 旧日本ビジネス・インキュベーション協会規約および会員は本会則施行後、本会則および本会員に読み替える。 

３ 旧日本ビジネス・インキュベーション協会の余資は、社団が善良なる管理者の注意義務をもって活用する。 

４ 上記各条または各号に定める内容が社団定款と異なるときは社団定款を優先させる。 

５ SA制度発足により本会則は、2021年1月15日に改訂し同日から施行する。 


